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相
場
展
望

【
日
経
平
均
は
史
上
最
高
値
更
新
】

日
経
平
均
株
価
は
、
35
年
の
時
を
経
て
３
８
９
５
７
円

の
史
上
最
高
値
を
更
新
し
た
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
米
マ

イ
ク
ロ
ン
・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
な
ど
の
Ａ
Ｉ

半
導
体
向
け
企
業
の
予
想
以
上
に
強
い
決
算
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
株
の
上
昇
を
も
た
ら
し
て
い
る
構
造
変
化

は
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の
事
業
環
境
の
改
善
期
待
に
も
繋

が
り
、
「永
遠
の
ゼ
ロ
」と
い
わ
れ
た
低
金
利
環
境
と
デ

フ
レ
経
済
で
バ
リ
ュ
ー
ト
ラ
ッ
プ
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た

金
融
株
の
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
修
正
に
よ
る
更
な
る
上

昇
期
待
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
Ｐ
Ｂ
Ｒ
１
倍
が
短
期
筋

が
意
識
す
る
水
準
だ
が
、
金
融
株
も
プ
レ
ミ
ア
ム
評
価

が
可
能
な
環
境
変
化
が
今
後
は
期
待
で
き
る
よ
う
に

な
る
は
ず
だ
。
堅
調
な
日
本
株
だ
が
、
今
期
予
想
ベ
ー

ス
で
は
既
に
Ｐ
Ｅ
Ｒ
16
倍
程
度
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

し
か
し
、
市
場
は
既
に
24
年
度
を
見
据
え
た
動
き
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
現
状
で
も
割
高
感
を
意
識
す
る
レ

ベ
ル
で
は
な
い
。
24
年
度
ベ
ー
ス
で
は
、
日
経
平
均
は
優

に
４
万
円
を
超
え
る
評
価
が
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
、
本
日
3/

1
に
先
物
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
日

中
の
最
高
値
で
４
０
０
１
０
円
ま
で
上
昇
し
た
。

値
ご
ろ
感
で
判
断
す
る
投
資
家
は
、
現
在
の
日
経
平

均
の
上
昇
を
警
戒
し
て
い
る
が
、
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
面

だ
け
で
な
く
、
需
給
面
で
も
今
の
日
本
株
は
リ
ス
ク
が

小
さ
い
点
も
意
識
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
海
外
投
資

家
が
継
続
的
に
日
本
株
に
投
資
し
て
お
り
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
を
通
じ
た
新
た
な
個
人
投
資
家
の
流
入
も
考
え
れ

ば
、
日
本
株
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
リ
ス
ク
も
乏
し
い
。

日
経
先
物
が
４
万
円
を
突
破
し
た
の
も
必
然
と
考
え

て
い
い
だ
ろ
う
。

【バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
か
ら
の
脱
却
】

日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
35
年
。
当
時
の
大
手
企
業

は
大
規
模
な
不
良
債
権
を
抱
え
、
設
備
投
資
を
手
控

え
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
改
善
を
最
優
先
事
項
と
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
投
資
が
生
ま
れ
な
い
経
済
環

境
に
な
り
、
長
期
の
デ
フ
レ
経
済
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
数
十
年
に
渡
る
地
道
な
企
業
努
力
に
よ
り
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
不
況
が
終
了
し
、
株
式
価
値
を
意
味
す
る

自
己
資
本
が
持
続
的
に
増
加
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る

の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。
円
安
に
よ
る
恩
恵
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
内
需
の
成
長
期
待
が
現
在
の
日
本
株

の
上
昇
を
支
え
て
い
る
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
６
０
０
兆
円

程
度
に
ま
で
増
加
し
、
今
後
も
信
用
（負
債
）の
拡
大
と

投
資
の
堅
調
さ
が
日
本
の
成
長
を
も
た
ら
す
と
期
待

さ
れ
て
い
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

2024年3月1日

こ
う
し
た
変
化
は
、
一
過
性
で
は
な
い
。
構
造
的
変
化

を
伴
っ
た
持
続
的
な
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
内
部
の
構
造
変
化
の
み
な
ら
ず
、
日
本
外
部
の
構

造
変
化
も
加
わ
り
、
構
造
変
化
へ
の
期
待
を
持
続
的
な

も
の
に
し
て
い
る
の
だ
。
国
内
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る

構
造
変
化
は
、
簡
単
に
終
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

【過
去
と
現
在
】

日
経
平
均
が
バ
ブ
ル
の
最
高
値
を
更
新
し
た
こ
と
で
、

当
時
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
経
済
指

標
や
株
式
市
場
の
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
比
較
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
バ
ブ
ル
相
場
が
何
故
も
た
ら
さ
れ
た
か
と
い
っ

た
株
式
市
場
の
需
給
に
繋
が
る
構
造
変
化
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
指
摘
す
る
内
容
は
み
か
け
な
い
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
相
場
と
な
る
ほ
ど
の
株
式
市
場
の
上

昇
を
も
た
ら
し
た
要
因
が
必
ず
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
単
に
政
策
金
利
が
９
％
か
ら
2.

5
％
に
大
幅

に
低
下
し
た
こ
と
だ
け
が
要
因
で
は
な
い
。
今
回
は
、
別

の
構
造
的
要
因
と
し
て
、
株
式
市
場
の
需
給
を
大
き
く

変
化
さ
せ
た
背
景
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
み
る
。
株

価
も
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
く
、
価
格
が
上
昇
す
る

に
は
需
要
が
供
給
を
上
回
る
よ
う
な
環
境
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
９
８
０
年
代
に
日
本
株
が
大
幅
に
上
昇
し
た
要
因
と

し
て
、
１
９
８
０
年
12
月
の
簿
価
分
離
に
よ
る
特
金
・

フ
ァ
ン
ト
ラ
を
通
じ
た
財
テ
ク
ブ
ー
ム
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
こ
の
財
テ
ク
ブ
ー
ム
に
よ
る
日
本
株
の
上

昇
を
加
速
さ
せ
た
の
は
、
特
に
証
券
会
社
を
通
じ
た
特

金
で
あ
る
営
業
特
金
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
営
業
特
金
を
通
じ
た
株
式
市
場
へ
の
資
金
流
入

が
、
株
式
市
場
の
バ
ブ
ル
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る

が
、
な
ぜ
証
券
会
社
の
営
業
特
金
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
？

そ
れ
は
１
９
８
５
年
の
大
口
定
期
預
金
の
自
由
化
が

発
端
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
口
定
期
預
金
の
金

利
は
、
通
常
の
定
期
預
金
金
利
よ
り
金
利
が
高
か
っ
た

（当
時
の
定
期
預
金
金
利
は
５
％
を
超
え
る
高
金
利
状

態
だ
っ
た
）。
そ
の
大
口
定
期
預
金
の
単
位
は
、
自
由
化

以
前
は
10
億
円
と
か
な
り
の
高
額
水
準
だ
っ
た
。
こ
れ

が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
89
年
に
は
単
位
が
１
０
０

０
万
円
に
ま
で
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

通
常
よ
り
も
高
い
金
利
が
小
口
化
す
れ
ば
、
利
用
で

き
る
預
金
者
は
当
然
な
が
ら
増
加
す
る
。
つ
ま
り
、
大

口
定
期
預
金
に
資
金
が
集
ま
る
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
の

流
れ
に
危
機
感
を
感
じ
た
証
券
会
社
が
利
回
り
保
証

の
営
業
特
金
を
利
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
銀
行
預

金
に
資
金
が
向
か
え
ば
、
証
券
会
社
に
資
金
が
向
か
わ

な
く
な
る
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
営
業
特
金
と
は
、
証
券
会
社
版
の
大
口
定

期
預
金
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
営
業
特
金
で
集
め
た
資
金

が
株
式
市
場
に
流
入
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
特
金
・

フ
ァ
ン
ト
ラ
は
、
１
９
８
６
年
ぐ
ら
い
か
ら
急
増
し
、

ピ
ー
ク
時
は
43
兆
円
に
ま
で
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

（株
式
の
持
ち
合
い
全
盛
期
に
大
量
の
資
金
が
株
式
市

場
に
流
入
す
れ
ば
ど
う
な
る
の
か
は
簡
単
に
想
像
で
き

る
だ
ろ
う
）。

こ
の
営
業
特
金
は
、
利
回
り
保
証
を
し
て
い
た
た
め
、

そ
の
後
に
損
失
補
填
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
が
株

式
市
場
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を
導
く
イ
ベ
ン
ト
に
繋
が
る
の

だ
。
１
９
８
９
年
12
月
26
日
、
大
蔵
省
通
達
（角
谷
通

達
）に
よ
り
営
業
特
金
の
解
消
が
指
導
さ
れ
た
の
で
あ

る
。こ

の
解
消
を
促
す
指
導
が
な
さ
れ
た
時
、
営
業
特
金

は
20
兆
円
程
度
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
営
業
特

金
の
解
消
に
よ
る
需
給
悪
化
に
よ
り
、
株
式
市
場
は
１

９
９
０
年
年
初
か
ら
下
落
相
場
に
移
行
し
た
の
だ
。

で
は
、
税
制
優
遇
策
が
、
今
の
株
式
市
場
に
も
存
在

す
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
い
。

税
制
優
遇
策
に
よ
る
資
金
流
入
と
い
う
点
で
ピ
ン
と

き
た
頭
の
い
い
方
な
ら
、
も
う
わ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。

こ
の
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
通
じ
て
投
資
を
行
う
個
人
が
今

後
は
ど
う
考
え
て
も
増
え
る
は
ず
だ
。
そ
も
そ
も
政
府

は
、
老
後
資
金
を
公
的
年
金
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
不
可

能
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
投
資
を
促
す

た
め
の
金
融
教
育
を
高
校
生
か
ら
義
務
化
し
た
の
だ
。

投
資
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
の
た
め
の
金
融
教
育
だ
け

で
な
く
、
資
産
運
用
を
し
や
す
い
よ
う
に
税
制
優
遇
策

も
導
入
し
た
と
い
う
点
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
。

日
本
の
家
計
の
金
融
資
産
は
約
２
０
０
０
兆
円
だ
が
、

株
式
と
投
資
信
託
の
比
率
は
15
％
程
度
で
あ
る
。
日
本

と
同
じ
よ
う
な
金
融
資
産
構
造
と
な
っ
て
い
た
ド
イ
ツ

は
、
直
近
の
高
イ
ン
フ
レ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
株
式
と

投
資
信
託
の
比
率
が
25
％
に
ま
で
拡
大
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

日
本
で
も
仮
に
25
％
で
な
く
て
も
、
20
％
ま
で
新
た

に
株
式
や
投
資
信
託
に
家
計
の
金
融
資
産
構
成
が
変

化
す
れ
ば
、
２
０
０
０
兆
円×

５
％
＝
１
０
０
兆
円
の

資
金
の
流
入
が
期
待
で
き
る
。
家
計
の
金
融
資
産
は
、

時
間
の
経
過
と
共
に
増
加
し
続
け
る
。
そ
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
家
計
を
通
じ
て
持
続
的
に
市
場
に
資
金
が
流

入
す
る
環
境
に
変
化
し
て
き
て
い
る
点
を
、
意
識
し
て

も
ら
い
た
い
。

つ
ま
り
、
株
式
市
場
に
持
続
的
に
資
金
流
入
が
期
待

で
き
る
新
た
な
流
れ
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
株
の
上
昇
は
、
ま
だ
ま
だ
止
ま
ら
な
い
。

 お取引の際は当社所定の手数料がかかります。

 投資判断の参考となる情報の提供を目的として作成されたもので、有価証券の取引には、相場変動その他
の要因により、損失が生じるおそれがあります。また、本レポートの対象となる企業は、投資の知識・経
験、財産の状況及び投資目的が異なるすべての投資者の方々に、投資対象として一律に適合するとは限り
ません。銘柄の選択、投資判断の最終決定は、投資者ご自身の判断でなされるようにお願いいたします。
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日
本
製
鉄
【

５
４
０
１ 

】

鉄
鉱
石
を
原
料
と
し
て
鉄
鋼
製
品
を
生
産
す
る
高
炉
メ
ー

カ
ー
で
、
粗
鋼
生
産
量
は
国
内
1
位
。
ま
た
、
世
界
シ
ェ
ア
４

位
と
海
外
に
お
い
て
も
最
適
量
産
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
技
術
に
定
評
が
あ
る
。

ま
た
、
国
内
外
に
お
い
て
、
業
務
・
事
業
提
携
に
積
極
的
で

あ
る
。
国
内
で
は
神
戸
製
鋼
所
と
株
式
持
ち
合
い
を
通
じ
た
業

務
提
携
を
結
び
、
住
友
金
属
工
業
を
合
併
し
、
日
新
製
鋼
を
子

会
社
化
し
て
い
る
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
国
内
製
鉄
事
業
の
構

造
改
革
に
取
り
組
み
、
コ
ス
ト
競
争
力
は
年
々
成
長
し
て
い
る
。

ま
た
海
外
で
は
、
23
年
12
月
、
米
国
の
同
業
名
門
で
あ
る
Ｕ
Ｓ

ス
チ
ー
ル
の
買
収
を
発
表
。
買
収
で
き
る
か
不
透
明
要
素
も
多

い
が
買
収
完
了
時
期
を
24
年
4
月
～
9
月
と
見
込
ん
で
お
り
、

こ
れ
が
完
了
す
れ
ば
、
粗
鋼
生
産
量
は
世
界
3
位
と
な
り
そ
の

分
利
益
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
万
が
一
、
買
収
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
株
価
へ
の
影

響
は
多
少
考
え
て
お
く
必
要
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

場
合
も
買
い
増
し
の
判
断
で
よ
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
鉄

鋼
ス
プ
レ
ッ
ド(

鋼
材
と
原
料
の
価
格
差)

は
23
年
11
月
時
点
で

過
去
最
低
水
準
と
日
本
製
鉄
勝
川
副
社
長
は
発
言
し
て
お
り
、

こ
れ
以
上
は
下
が
ら
ず
改
善
し
て
い
く
見
通
し
で
あ
る
た
め
、

利
益
幅
も
今
期
よ
り
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

製
鉄
は
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
た
め
為
替
影
響
を
受
け
に
く
く
、
今

後
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

日
本
製
鉄
は
Ｅ
Ｖ
製
造
に
使
用
さ
れ
る
高
級
機
能
鋼
材
の
無
方

向
性
電
磁
鋼
板
の
特
許
を
持
っ
て
お
り
、
技
術
力
も
問
題
な
い
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
今
後
さ
ら
に
、
株
価
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
。

ま
た
3
月
27
日
に
3
月
期
配
当
の
権
利
が
確
定
す
る
。
年
間
の

予
想
配
当
利
回
り
も
4
・
47
％
と
大
型
配
当
銘
柄
の
中
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
句
な
し
の
技
術
力
と
、
基
盤
の
収
益
力
の
改

善
、
買
収
完
了
の
可
能
性
、
大
型
高
配
当
銘
柄
、
投
資
指
標
の

一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｒ
が
1
以
下
等
、
様
々
な
理
由
か
ら
イ
ン
カ

ム
ゲ
イ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
両
方
を
期
待
が
で
き
、

中
・
長
期
の
両
方
で
保
有
が
で
き
る
貴
重
な
銘
柄
で
あ
る
。

三
井
Ｅ
＆
Ｓ
【 

７
０
０
３ 

】

三
井
Ｅ
＆
Ｓ
は
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
舶
用
エ
ン
ジ
ン
及

び
港
湾
ク
レ
ー
ン
を
は
じ
め
、
海
洋
領
域
の
機
械
事
業
を
中
核
と

し
て
い
る
。
旧
三
井
造
船
で
あ
り
、
２
０
２
１
年
に
艦
艇
部
門
の

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
に
、
２
０
２
２
年
に
は
商
船
部
門
の
66
％
を

常
石
造
船
に
事
業
譲
渡
し
た
。
こ
れ
は
事
業
再
編
の
一
環
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
業
績
を
改
善
し
て
き
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
伴
っ
て
業
界
内
で
も
舶
用
エ
ン
ジ
ン
も
脱
炭

素
化
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
が
製
造
し
て

い
る
舶
用
エ
ン
ジ
ン
が
堅
調
に
売
上
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
回
推
奨
銘
柄
に
選
定
し
た
最
大
の
理
由
が
、

2
月
21
日
に
米
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
港
湾
施
設
や
設
備
に
関
す
る

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
強
化
す
る
大
統
領
令
を
出
し
た

こ
と
に
あ
る
。
遠
隔
操
作
で
貨
物
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
を
行
う
ク

レ
ー
ン
に
中
国
製
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
懸
念
し
、
補
助
金
を
含

め
、
5
年
で
２
０
０
億
ド
ル(

3
兆
円)

を
投
じ
て
ク
レ
ー
ン
の
国

産
化
や
貨
物
管
理
、
ク
レ
ー
ン
操
作
な
ど
を
担
う
シ
ス
テ
ム
の
安

全
対
策
を
図
る
。
こ
こ
で
、
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
の
米
国
子
会
社
は
米
政

府
支
援
を
踏
ま
え
、
ク
レ
ー
ン
の
米
国
内
生
産
を
再
開
す
る
方
針

を
示
し
た
。
元
々
、
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
は
港
湾
ク
レ
ー
ン
事
業
が
非
常

に
優
秀
で
あ
り
、
日
本
国
内
で
は
約
90
％
の
シ
ェ
ア
に
上
り
国
内

最
大
手
、
世
界
で
は
シ
ェ
ア
2
位
を
争
う
技
術
を
誇
る
。
そ
の
技

術
力
を
誇
る
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
で
あ
る
が
、
港
湾
施
設
の
脱
炭
素
化
を

目
指
し
て
世
界
初
の
水
素
燃
料
電
池
式
の
港
湾
ク
レ
ー
ン
を
２
０

２
４
年
に
稼
働
予
定
。
こ
う
し
た
脱
炭
素
化
関
連
の
高
い
技
術
が

見
込
ま
れ
ベ
ト
ナ
ム
で
は
30
基
を
一
気
に
受
注
し
た
。

こ
の
よ
う
な
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
の
港
湾
ク
レ
ー
ン
の
技
術
と
今
回
の

大
統
領
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
今
後
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
の
技
術
を

持
っ
た
米
国
子
会
社
が
台
頭
し
て
く
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
三
井
Ｅ

＆
Ｓ
の
業
績
も
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
株

価
の
判
断
材
料
の
一
つ
で
あ
る
財
務
状
況(

自
己
資
本
比
率
や
1

株
当
た
り
の
純
利
益
な
ど)
は
大
幅
に
成
長
し
て
い
け
ば
株
価
の

上
昇
が
期
待
で
き
る
銘
柄
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
【

４
１
８
０ 

】

フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ー
テ
ィ
デ
ー
タ(※

1)

を
使
用
し
て
最
先
端
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
す
る
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
展
開

す
る
Ａ
Ｉ-

Ｓ
Ａ
Ａ
Ｓ
企
業
。
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ー
テ
ィ
デ
ー
タ
を
広
告

で
使
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
精
度
を
高
め
、
同
分
野
に

強
み
を
持
つ
競
合
は
少
な
い
。
Ａ
Ｉ
で
活
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
背
景

に
急
速
に
利
益
成
長
し
て
い
る
。

主
力
の
北
東
ア
ジ
ア
が
引
き
続
き
成
長
す
る
中
、
北
米
開
拓
も
成
功
。

北
米
・
欧
州
エ
リ
ア
が
売
り
上
げ
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
21
年
12
月

期
の
３
％
に
対
し
、
23
年
12
月
期
は
16
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
、
米
グ
ー
グ
ル
が
２
０
２
４
年
後
半
に
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ク
ッ

キ
ー
を
使
用
禁
止
に
す
る
予
定
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
利

用
は
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
デ
ー
タ(※

2)

か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ー
テ
ィ

デ
ー
タ
へ
の
シ
フ
ト
が
加
速
し
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
の
主
力
製
品
の
予
測

型
広
告
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
『
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｘ
』
も
成
長
加
速
と
な

る
可
能
性
が
大
き
い
。

今
ま
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
研
究
開
発
費
や
先
行
投
資
が
重
か
っ
た
部
分

は
あ
る
が
、
財
務
状
況
も
今
後
の
見
通
し
は
明
る
い
。
自
己
資
本
比
率

は
76
・
9
％
、
収
益
性
を
表
す
指
標
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ジ
ン
が
11
％

(

2
桁
台
に
乗
る
と
良
好)

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
企
業
が
今
期
か

ら
重
要
指
標
と
し
て
い
る
『
コ
ア
・
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

(

営
業
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
か
ら
開
発
費

を
差
し
引
い
た
も
の)

』
の
黒
字
が
見
え
て
き
た
段
階
で
配
当
を
検
討

し
て
い
る
よ
う
に
株
主
還
元
も
意
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
に
合
致
し
た
製
品
や
欧
米
で
の
同
社
製
品

の
拡
販
、
財
務
状
況
の
改
善
、
成
長
過
程
で
の
配
当
開
始
等
、
今
後
株

価
は
上
昇
し
て
い
く
可
能
性
が
高
く
注
目
し
た
い
銘
柄
で
あ
る
。

※

1

当
事
者
で
あ
る
企
業
が
自
身
で
集
め
た
顧
客
に
関
す
る
デ
ー
タ
。

法
改
正
対
応
・
デ
ー
タ
の
質
が
高
い
・
開
発
後
の
費
用
が
か
か
ら
な
い

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

※

2

自
社
以
外
の
第
三
者
か
ら
得
た
デ
ー
タ
。
新
規
の
顧
客
開
拓
に

は
向
く
が
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
・
正
確
性
は
低
い
可
能
性
が
あ
る
。
20

18
年
頃
か
ら
欧
米
で
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
デ
ー
タ
の
規
制
が
行
わ
れ
始
め

て
い
る
。

最新注目銘柄

3/1終値3,784円

3/1終値1,803円

3/1終値1,836円

※㈱Quick参照

※㈱Quick参照

※㈱Quick参照
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